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令和４年度学校評価の結果について（お知らせ） 

 
 過日実施しました「令和４年度学校評価アンケート」につきまして、集計の結果を以下のとお
り報告いたします。自由記述欄でいただいた貴重なご意見等と併せ、今後の教育活動に生かして
まいります。 

記 

児童数７３９名 回答数４５２通（回答率 61.2％）                （単位：％） 
 質問項目 とても 少し あまり 全く 

１ 
お子さんは自分をみがくことができている 
（自分の心身等の向上を図ることができている） 

保護者 27.0 62.2 10.2 0.7 
児童 54.1 42.2 3.0 0.6 

２ 
お子さんは自分をはばたかせることができている 
（思ったことや考えたことに挑戦している） 

保護者 26.3 61.3 12.2 0.2 
児童 46.2 45.4 7.6 0.8 

３ 
お子さんは自分で学ぶことができている 
（主体的に学ぶ姿勢がある） 

保護者 35.8 53.3 10.4 0.4 
児童 80.7 17.0 2.1 0.0 

４ お子さんは勉強がよくわかっている 
保護者 27.0 57.1 15.3 0.7 
児童 73.2 23.2 3.3 0.0 

５ お子さんは学校で楽しく生活している 
保護者 69.2 26.3 3.5 0.9 
児童 77.5 18.5 3.7 0.0 

６ 
お子さんは学習に対して興味・関心をもち、学ぶ喜び
を感じながら取り組んでいる 

保護者 32.3 52.7 14.2 0.9 
児童 67.0 27.9 4.5 0.6 

７ 
お子さんは夢を持ち、その実現のために頑張ろうとし
ている 

保護者 23.5 50.4 24.1 2.0 
児童 58.1 36.3 4.8 0.8 

８ お子さんは友達にやさしくしている 
保護者 53.3 44.2 2.4 0.0 
児童 73.1 23.9 2.5 0.5 

９ お子さんは友達にやさしくされている 
保護者 55.5 40.3 4.0 0.2 
児童 75.0 20.2 3.7 1.1 

10 お子さんは外遊び・運動をしっかりと行っている 
保護者 46.7 28.5 21.5 3.3 
児童 69.3 21.3 7.3 2.1 

11 お子さんは安全に気を付けて生活している 
保護者 50.4 43.4 6.0 0.2 
児童 69.4 27.2 2.7 0.6 

12 お子さんはしっかりとあいさつをしている 
保護者 31.2 56.4 11.7 0.7 
児童 59.1 31.1 8.9 1.0 

13 学校からの情報は適切である 
保護者 58.4 41.2 0.4 0.0 
児童 ― ― ― ― 

14 本校職員は、確かな指導力を持っていると思う 
保護者 52.7 43.6 3.5 0.2 
児童 ― ― ― ― 

15 本校職員は、子ども一人一人を理解していると思う 
保護者 41.2 52.0 6.0 0.9 
児童 ― ― ― ― 

16 
本校職員は、創造性のある教育活動を展開していると
思う 

保護者 35.6 55.1 8.6 0.7 
児童 ― ― ― ― 

 

＜考察＞ 

学校教育目標である「みがき」、「はばたき」、「まなぶ」（質問１～３）及び「学校で楽しく生活して

いる（質問５）」については、「とてもできた」「少しできた」と回答した方が多かったです。日常の学

習はもちろんのこと、美浜打瀬の会による読み聞かせや「わくわくキャンパス」、外部講師の招へいや

体験活動、校外学習など様々な教育活動を通じて、多くの子どもたちが友達とよりよく関わり、学びを

深めていることの表れだと思います。また、生徒指導目標を「元気な挨拶をしよう」と設定し、年間を

とおして全教職員・児童で取り組んだことで、「あいさつをしている」と感じる方も多くなっています。 

「夢を持ち、その実現のために頑張ろうとしている（質問７）」については課題があり、学級活動や諸

行事を通して自分たちで考えたことに取り組む機会や、外部講師等からその人の生き方や物事へ取り

組む姿勢を学んだりする機会を多く設定できるよう、教育課程を工夫していきたいと思います。 

「外遊び、運動（質問１０）」についても、新型コロナウイルスの感染対策の影響もありますが、教科

における体育指導の充実はもちろんのこと、運動の日常化が主体的に図れるよう取り組んでいきます。 

本校職員の指導等についての項目（質問２、４及び１４～１６）の数値からは、引き続き指導の工夫

改善が必要と感じました。「わかる授業」「楽しい学級」を目指し、日々の学校生活をさらに充実させる

ことができるよう、全教職員が児童一人一人との関わりを大切にするとともに、引き続き学校内外で

の研修に積極的に参加し、研鑽に努めてまいります。 

 


